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の絵本，奥付を見ると，初版が1982年。とい

うことは，英語圏の国 で々は35年以上読みつ

がれているロングセラー！　いかにも子どもが好きそう

な絵本で，それも動物園もの……といっても，動物園に

遊びにいく絵本ではありません。タイトルは，ごらんの

通り，Dear Zoo。最初のページには，“I wrote to the 

zoo to send me a pet.”とあります。そう，子どもが動

物園に手紙を書いて，動物園から次 に々いろんなペット

（？）が届く，という絵本なのです。

　全部で8匹（頭？）の動物が送られてきます。どの箱や

かごにも“FROM THE ZOO”という札がついてます……

が，いくつかの箱には，注意書きがそえられています。

最初の黄色の箱には“VERY HEAVY!”

　表紙に“A Lift-the-Flap Book”とありますが，これは

仕掛け絵本で，本を開くと，右ページに箱の絵があって，

それを開くと，その下に動物の絵が描かれています。

“VERY HEAVY!”と書かれている黄色い箱の中からは

ゾウが出てきて，その下には“He was too big!” “I sent 

him back.”とあります。“DANGER!”と書かれている赤

い箱からはライオンが出てきて，“He was too fierce!” 

“I sent him back.”

　この繰り返しが楽しい。送られてきた動物を送り返す

理由ですが，too big，too tallあたりはわかるとして，

too fierce，too grumpy，too scary，too naughty，too 

jumpyあたりはどうでしょう。tooのあとの形容詞，小

学生にはちょっと難しいものもありますが，最後の“He 

was perfect!”のperfectを入れても，全部で8個。す

ぐに覚えられると思います。とくに，grumpy，naughty

などは覚えて楽しい単語です。

　そうそう，この絵本では8匹（頭？）の動物が出てくるの

ですが，どんな動物なのかは絵で描かれていて，名前

は出てきません。ついでに英語で覚えてしまいましょう。

　Dear Zooというタイトル，どう訳すか，みんなで話し

合うのも楽しいかもしれません。

こ

Dear Zoo
著者：Rod Campbell
出版社：Little Simon

デジタル教科書を使ってみましょう!
先生方が紙面を拡大したり，資料や音声，
動画を見せたりする指導者用デジタル教科書に加え，
来年度からは法改正により，子どもたちが使用できる
学習者用デジタル教科書が登場します。
小学校英語の授業にデジタル教科書を
導入してはいかがでしょうか。

挿絵をクリックするとアニメーションが再生されます。
下段には英語の指示が表示されます。

　新版教科書の特色（本誌p8-9）で紹介しているように，教

科書のメインストーリーがアニメーションで再生されます。

映像とともに登場人物の発話を聞き取る活動ができ，場面

の様子が楽しみながら理解できるようになります。

　挿絵に描かれている本や鉛筆などをタップすると単語の

音声が再生されます。音の出るピクチャーディクショナリー

として効果的に学習することができます。

アクティブな教科書
（指導者用・学習者用共通）

授業の流れを示す「今日のレッスン」コーナー。
クリックするとその活動のページが開きます。

　指導者用には，先生方の指導をサポートするT（Teacher）

サポート機能を搭載。例えば，毎時間の授業の流れを示す

「今日のレッスン」では，各コーナーを順番にクリックしなが

ら授業を進めることができます。また，授業で必要な英語の

指示を，字幕で表示（字幕・音声サポート）。この字幕を読み上

げながら指示を出すことはもちろん，音声を再生して使うこ

ともできるので，授業に不安のある先生方にも安心です。

Tサポートで授業を強力バックアップ
（指導者用）

世界の祭りの紹介動画。
異文化に対する関心を高めます。

　教科書内容に加えて，豊富なデジタル教材をご用意しま

した。チャンツや歌（本誌p12-13），タブレットを指でなぞって

学習するアルファベットワーク，世界各国の動画（本誌p10-

11），ピクチャーディクショナリーなど，授業のさまざまな場

面で活用できるコンテンツが満載です。

楽しく学べるコンテンツがいっぱい
（指導者用・学習者用共通）
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